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２
０
１
４
年
秋
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
１
１
２
患
者

会
（
休
会
を
除
く
１
０
６
患
者
会
）
と
個
人
会
員
２

７
２
名
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

今
号
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
と
今
後
の

活
動
へ
の
問
題
提
起
を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
の
目
的

①
個
人
会
員
に
対
し
て
は
、
個
人
会
員
の
皆
様
の
入

会
の
動
機
や
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
確
認

・
東
腎
協
活
動
へ
の
要
望
な
ど
を
調
査
い
た
し
ま
し

た
。

②
患
者
会
に
対
し
て
は
、
該
当
施
設
で
の
組
織
率
や

患
者
会
活
動
の
実
態
・
名
簿
の
作
成
状
況
・
年
間
予

定
表
の
有
無
・
会
費
の
価
格
調
査
・
病
院
と
の
関
係

の
実
態
・
東
腎
協
活
動
へ
の
要
望
、
な
ど
を
調
査
い

た
し
ま
し
た
。

調
査
実
施
概
要

①
実
施
時
期
：
２
０
１
４
年
秋

②
実
施
数
は
個
人
会
員
２
７
２
名
と
患
者
会
１
０
６

団
体
を
対
象
と
い
た
し
ま
し
た
。

③
回
答
数
は
個
人
会
員
１
１
８
名
４３
・
４
％
、
患
者

会
は
７５
団
体
７０
・
８
％
の
回
答
を
え
ま
し
た
。

２０１４年度版

患
者
会
・
個
人
会
員

実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

ＮＰＯ東腎協第 ９回総会参加の正会員
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会
員
数
が
多
い
ほ
ど
組
織
率
が
高
い
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
会
員
が
多
い
か
ら
患
者
会
が
盛
ん
な

の
か
、
患
者
会
活
動
が
積
極
的
な
の
で
会
員
が
多
い

の
か
、
指
導
者
の
問
題
な
の
か
な
ど
、
今
後
理
由
を

整
理
し
、
東
腎
協
の
会
員
対
策
の
基
本
と
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 東

腎
協
●
患
者
会
・
個
人
会
員
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告

患
者
会
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

患
者
会
の
組
織
・
規
模
と

規
約
な
ど
に
つ
い
て

表 ４．あなたの患者会に規約はありますか（回答７３、無回答２）
Ａ．ある　　　　Ｂ．ない

Ａ Ｂ 無回答 合計
５９ １４ ２ ７５

・７８.６７％の患者会（５９）が規約を持っている。
・規約の無い患者会（１４）が１８.６７％あるが、内５人以下のグループが７患者会ある。

表 ３．患者会役員会を開催していますか（回答数７0、無回答４）
Ａ．　回／年　　Ｂ．毎月　　Ｃ．必要時　　　Ｄ．その他
年 1回　　　年 ２回 年 ３回 年 ４回 年 ６回 年 ９回 毎月 必要時 その他 無回答 合計
３ ３ ６ ７ ６ １ ４ ３０ １０ ４ ７4

・Ａ（年数回）及びＢ（毎月）の定期的開催は４１.３３％。
・Ｃの必要時を含めると８１.３３％が何らかの役員会をしている。

表 １．あなたの施設の総透析患者数を教えて下さい（回答数６２、無回答１３）
患者数 ６～３０ ３１～９９ １００～１４９ １５０～１９９ ２００～２９９ ３００以上 無回答 合計
施設数 ４ ２０ ２１ ８ ８ １ １３ ７５
・総透析患者数は３１～１４９人（４１施設）が５４.６７％で過半数である。

表 ２．あなたの施設の患者数と会員数を教えて下さい（回答数６２、無回答１３）
会員数 １～９ １０～２９ ３０～４９ ５０～６９ ７０～９９ １００以上 無回答 合計
施設数 ９ １１ １５ １５ ７ ５ １３ ７５
会員数 ５２ ２６８ ５９３ ８６６ ５５３ ５８４ ２,９１６
総患者数 ４９６ ８７６ １,６３５ １,９８８ １,２３０ １,１０５ ７,３３０
組織率％ １０.４８ ３０.５９ ３６.２７ ４３.５６ ４４.９６ ５２.８５ ３９.７８
・７０人以下の患者会（５０）が６６.６７％を占めるが、平均組織率では３５.６２％となっている。
・５０人以上の患者会（２７）は１６.９％であるが、平均組織率は４６.８４％となっている。

患者会実体調査アンケート集計　　　　　２０１４．１１．１９
調査票回答数（７５／１０６．７０.７５％）
総患者数と会員数分布（有効回答６２、無効回答１３）
・総患者数に対する会員数比率
　総患者数７３３０人（有効回答６２、無効回答１３）
　総会員数２９１６人（有効回答６２、無効回答１３）
　平均組織率３９.７８％

あ
な
た
の
施
設
の
総
透
析
患
者
数
を

教
え
て
下
さ
い
（
別
表
１
）

（
回
答
数
６２
　
無
回
答
１３
）

あ
な
た
の
施
設
の
患
者
数
と

会
員
数
を
教
え
て
下
さ
い
（
別
表
２
）

（
回
答
数
６２
　
無
回
答
１３
）

患
者
会
役
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
か
（
別
表
３
）

（
回
答
数
７0
　
無
回
答
４
）



3 No.206／2015年 4 月

７８
・
６７
％
の
患
者
会
が
規
約
を
作
り
活
動
し
て
い

る
。
反
対
に
１８
・
６７
％（
無
回
答
有
）の
患
者
会
が
規

約
を
持
た
な
い
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
持
た
な
い
患
者
会
で
も
半
数
は
規
約
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
会
に
即
し
た
規
約
を
作
る
よ
う
に

東
腎
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
協
力
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

規
約
と
同
等
の
名
簿
の
所
有
率
で
あ
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
規
約
と
名
簿
は
ほ
ぼ
一
体
的
？
と
思
え
ま

す
。
東
腎
協
と
し
て
は
最
低
限
の
連
絡
先
の
把
握
は

必
要
と
（
災
害
時
の
実
態
把
握
と
災
害
見
舞
金
支
給

な
ど
で
必
要
）
思
っ
て
お
り
ま
す
。
東
腎
協
も
患
者

会
の
概
要
と
運
営
、

行
事
な
ど
に
つ
い
て

あ
な
た
の
患
者
会
に

規
約
は
あ
り
ま
す
か
（
別
表
４
）

（
回
答
７３
　
無
回
答
２
）

あ
な
た
の
患
者
会
に

患
者
会
名
簿
は
あ
り
ま
す
か
（
別
表
５
）

（
回
答
７２
　
無
回
答
３
）

名
簿
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を

記
載
し
て
い
ま
す
か
（
別
表
６
）

（
回
答
５７
　
無
回
答
１８
）

①（行わない理由・回答１７、無回答１）
Ａ．役員がいない　Ｂ．患者の高齢化　Ｃ．資金がない　Ｄ．方法が不明　Ｅ．その他
Ａ ＡＢ ＡＢＣ ＡＢＥ Ｂ ＢＣ Ｃ Ｅ 無回答 合計
１ ２ １ ２ ２ ２ １ ６ １ １８

・役員がいないとする理由（Ａ）が６患者会で３５．２９％
・患者の高齢化を理由とする（Ｂ）が９患者会で５２．９４％
・（Ａ）もしくは（Ｂ）の理由で行わない１０患者会が５８．８２％

表 ８．あなたの患者会では行事を行っていますか（回答７４、無回答１）
Ａ．行う　　　Ｂ．行わない

Ａ Ｂ 無回答 合計
５６ １８ １ ７５

・行っている患者会（５６）は７４.６７％である。

表 ７．あなたの患者会の会費はいくらですか（回答６９、無回答６）　　　　　　単位：円
５４００～６０００ ６１００～７０００ ７１００～７４００ ７５００～８０００ ８１００～９０００ １００００以上 無回答 合計

２６ １９ １３ ６ ３ ２ ６ ７５
・平均会費は６５３７.９円／年（月平均／５４５円）である。
・患者会会費は１１３７.９円／年（月平均／９５円）である。
・７４００円以下（５８）が８４.０５％である。

表 ６．名簿はどのような内容を記載していますか（回答57、無回答18）
Ａ．名前　Ｂ．連絡先　Ｃ．透析歴　Ｄ．住所　Ｅ．生年月日　Ｆ．その他
Ａ ＡＢ ＡＢＣＤ ＡＢＣＤＥ ＡＢＤ ＡＢＣＤＦ ＡＢＤＥ ＡＢＤＦ
１３ １ ５ １２ ９ １ ３ ２

ＡＢＣＤＥＦ ＡＣ ＡＣＤＥ ＡＣＤＦ ＡＣＦ ＡＤ 無回答 合計
３ １ １ １ １ ４ １８ ７５

・名簿の内容は名前（Ａ）だけが１７.３３％
・名簿の内容は名前、住所（ＡＤ）が５４.６７％
・名簿の内容は名前、連絡先、住所（ＡＢＤ）を４６.６７％が把握している。

表 ５．あなたの患者会に患者会名簿はありますか（回答７２、無回答３）
Ａ．ある　　　　Ｂ．なし

Ａ Ｂ 無回答 合計
５９ １３ ３ ７５

・患者会名簿は７８.６７％が持っており、規約と名簿は一体的であると見える。
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会
も
管
理
責
任
を
会
員
に
対
し
明
確
に
し
て
、
名
簿

を
作
る
よ
う
に
す
る
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
課
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

７４
・
６７
％
の
患
者
会
が
何
ら
か
の
形
で
患
者
会
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
２４
％
の
患
者
会
が
活

各
患
者
会
は
、
東
腎
協
・
全
腎
協
の
会
費
と
し
て

は
５
４
０
０
円
で
あ
る
こ
と
は
均
一
で
あ
り
ま
す
が
、

患
者
会
活
動
と
し
て
は
固
有
の
会
費
の
設
定
で
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
結
果
、
同
じ
東
腎
協
会
員
と
し
て

も
会
費
が
ま
ち
ま
ち
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
各
患
者
会
の
活
動
内
容
に
格
差
が
あ
る
以
上
患

者
会
会
費
の
均
一
化
は
不
可
能
で
あ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
会
員
で
あ
っ
て
も
個
人
会
員
と
患
者
会
会
員
で

は
さ
ら
に
料
金
上
の
違
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。

可
能
で
あ
れ
ば
患
者
会
活
動
も
活
性
化
を
図
り
、

会
費
は
ど
こ
の
会
員
で
あ
っ
て
も
負
担
が
少
な
く
同

一
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
感
じ
ま
す
が
、
困
難

な
課
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
患
者
会
の
会
費
は

い
く
ら
で
す
か
（
別
表
７
）

（
回
答
６９
　
無
回
答
６
）

あ
な
た
の
患
者
会
で
は

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
か
（
別
表
８
①
②
）

（
回
答
７４
　
無
回
答
１
）

あ
な
た
の
患
者
会
の

行
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
別
表
９
）

（
回
答
５７
　
無
回
答
１８
）

表１１．あなたの患者会と病院との関係は良好ですか（回答７２、無回答３）
Ａ．非常に良好　Ｂ．まあまあ良好　Ｃ．ほとんど非協力　Ｄ．非協力　Ｅ．険悪
Ａ ＡＢ Ｂ ＢＣ Ｃ Ｄ 無回答 合計
１６ ３ ４３ １ ６ ３ ３ ７５

・良好（Ａ．Ｂ）は８４.００％で、ほとんどの患者会が病院と良い関係を持っている。
・非協力的な関係には適切な援助、アドバイスが必要である。

表１０．あなたの患者会に年間予定表はありますか（回答７１、無回答４）
Ａ．ある　　　Ｂ．ない

Ａ Ｂ 無回答 合計
２８（３７.３３％） ４３（５７.３３％） ４ ７５

・年間予定表を持っている患者会は３７.３３％で少ない。
・役員不足、高齢化などから計画立案者がいないか、企画が固定化している恐れが窺える。

表 ９ ．あなたの患者会の行事内容について教えてください（回答５７、無回答１８）
Ａ．総会　Ｂ．新・忘年会　Ｃ．旅行会　Ｄ．講演会　Ｅ．食事会　Ｆ．懇談会
Ｇ．運動会　Ｈ．その他
Ａ ＡＢ ＡＢＣ ＡＢＣＤ ＡＢＣＤＥ ＡＢＣＤＦ ＡＢＣＤＨ ＡＢＣＥＦＨ
３ ３ ３ ２ ３ １ ４ ２

ＡＢＣＤＦＨ ＡＢＤＥＦ ＡＢＤＦＧ ＡＢＤ ＡＢＤＥ ＡＢＣＨ ＡＢＥＨ ＡＢＨ
３ １ １ １ ２ ２ １ ２

ＡＢＥ ＡＣＤＥ ＡＣＤ ＡＣＥ ＡＤ ＡＥＨ ＢＣＤ ＢＤ
１ ２ ３ ２ １ １ ２ １
ＢＥ ＣＦ Ｅ Ｆ ＡＢＣＦ ＡＢＤＨ 無回答 合計
１ １ ２ ２ ３ １ １８ ７５

・総会（Ａ）を共通行事とするのは４８患者会で６４.００％。
・年間４回以上の行事を開催している患者会は２８で３７.３３％である。

②（行事を行いたいと思っている患者会・回答２７、無回答４８）
Ａ．行いたい　Ｂ．行いたいと思ってない　Ｃ．その他

Ａ Ｂ Ｃ 無回答 合計
１８ ９ ０ ４８ ７５

・１８患者会が行事を行いたいとしており、何らかの活動が必要である。
・行いたいと思っていない９患者会の理由について確認する必要がある。
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動
し
て
い
な
い
実
態
が
分
か
り
ま
し
た
。
活
動
し
て

い
な
い
患
者
会
は
最
低
限
の
活
動
費
の
（
会
費
）
徴

収
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
会
費
を
徴
収

し
て
活
動
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
）。
活

動
し
な
い
理
由
は
役
員
が
い
な
い
・
患
者
お
よ
び
役

員
の
高
齢
化
が
理
由
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
理
由
は

す
べ
て
の
患
者
会
や
透
析
患
者
の
実
態
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
実
施
し
て
い
な
い
患
者
会
で
も
活
動
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
東
腎
協

・
ブ
ロ
ッ
ク
も
協
力
し
て
対
策
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
隣
接
す
る
患
者
会
と
共
催
で
行
事
を
行
う
、
な

ど
も
患
者
会
が
活
動
す
る
方
策
の
一
つ
で
あ
る
と
思

え
ま
す
が
、
十
分
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。年

間
予
定
表
を
作
り
運
営
し
て
い
る
患
者
会
は
３７

・
３３
％
と
想
像
以
上
に
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
最

も
年
に
１
～
２
回
程
度
で
の
活
動
で
は
そ
の
必
要
性

を
感
じ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
患
者
会
と
し
て
の
活
動
は
年
に
１
～
２
度

で
あ
っ
て
も
、
東
腎
協
・
全
腎
協
の
活
動
を
加
え
れ

ば
年
に
最
低
で
も
５
～
６
回
の
活
動
が
あ
る
わ
け
で

す
。
東
腎
協
・
全
腎
協
の
活
動
に
理
解
を
得
る
た
め

に
も
、
年
間
活
動
予
定
表
は
必
要
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。

あ
な
た
の
患
者
会
に

年
間
予
定
表
は
あ
り
ま
す
か

　
　（
別
表
１０
）

（
回
答
７１
　
無
回
答
４
）

表１３．あなたは東腎協のブロック制を知っていますか（回答７2、無回答３）
Ａ．知っている　　Ｂ．知らない

Ａ Ｂ 無回答 合計
６６（８８.００％） ６（８.００％） ３ ７５

表１５．患者会の行事に東腎協役員の出席を望みますか（回答５９、無回答１６）
Ａ．望む　　Ｂ．望まない

Ａ Ｂ 無回答 合計
３３（４４.００％） ２６（３４.６７％） １６ ７５

表１４．ブロック役員に相談したいことがありますか（回答５５、無回答２０）
Ａ．相談したいことがある　　Ｂ．相談することない

Ａ Ｂ 無回答 合計
１２（１６.００％） ４３（５７.３３％） ２０ ７５

表１２．病院との協力関係の内容を教えてください（回答７１、無回答４）
Ａ．協力金　Ｂ．患者会事務所　Ｃ．会議室　Ｄ．掲示板　Ｅ．新患情報
Ｆ．スタッフと旅行・新、忘年会　Ｇ．勉強会協力　Ｈ．その他
ＡＢＣＤＥＦＧ ＡＢＣＤＧ ＡＣＤＦ ＡＣＤＥＦＧ ＡＣＤＦＧ ＡＣＤＧ ＡＤＥＦＧ ＡＤＦＧ

１ １ １ ２ １ １ ３ ４
ＡＤ ＡＤＧ ＡＧ Ｂ ＢＣ ＣＤ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦＧ
１ １ １ １ １ ２ ２ ２

ＣＤＥＧ ＣＤＦ ＣＤＦＧ Ｄ ＤＥ ＤＥＦＧ ＤＦ ＤＦＧ
１ ２ ５ １１ ３ ４ １ ６

ＢＣＤＦ ＤＧＨ ＤＨ Ｇ ＧＨ Ｈ ＤＧ 無回答
１ ２ ２ ２ １ ４ １ ４

・病院内の掲示板は６１患者会（８５.９１％）で設置されている。
・協力金は１７患者会（２３.９４％）で授与されている。
・会議室は２１患者会（２９.５７％）で貸与されている。
・施設スタッフ等との旅行・新、忘年会は３３患者会（４６.４８％）で行われている。
・勉強会等への協力は３６患者会（５０.７０％）で行われている。
・新患情報は１８患者会（２５.３５％）で得られている。
・掲示板は１４患者会（１８.６６％）で置かれていない。
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東
腎
協
の
活
動
が
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
行
事
に
東
腎
協
の
役
員
の
出
席
を
望
む
か

病
院
施
設
と
の
関
係
の
問
い
で
あ
り
ま
す
が
、
８４

％
が
良
好
な
関
係
で
協
力
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

安
心
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
非
協
力
的
な
施
設
も
１２

％
あ
り
ま
す
の
で
、
東
腎
協
と
し
て
改
善
に
協
力
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
こ
の
問
題
は
患
者
会
と
施
設
と
の
歴
史
的
な

問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
経
緯
を
理
解
し

た
上
で
の
対
策
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

あ
な
た
の
患
者
会
と

病
院
の
関
係
は
良
好
で
す
か
（
別
表
１１
）

（
回
答
７２
　
無
回
答
３
）

病
院
と
の
協
力
関
係
の
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
（
別
表
１２
）

（
回
答
７１
　
無
回
答
４
）

患
者
会
実
態
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

８
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
個
人
会
員
会
議
は
、
戸

倉
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
予
定
さ
れ
た
議
案

の
報
告
・
討
議
が
さ
れ
た
。

①
１４
年
秋
に
行
わ
れ
た「
個
人
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
報
告
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
小
野
副
会

長
が
行
っ
た
。

「
そ
の
内
容
は
、
東
腎
協
と
し
て
個
人
会
員
の
皆

様
か
ら
頂
い
た
会
費
の
使
用
状
況
は
、
皆
様
へ
の
機

関
誌
の
送
付
等
の
直
接
費
用
は
ま
か
な
わ
れ
て
い
て

も
、
東
腎
協
の
家
賃
・
活
動
費
な
ど
の
負
担
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
言
い
方

を
変
え
る
と
、
個
人
会
員
２
７
０
名
で
は
間
接
費
を

負
担
し
き
れ
な
い
状
況
で
す
。
会
員
数
を
倍
増
さ
せ

日
時
：
３
月
１
日
（
日
）
１３
時
３０
分
～

場
所
：
主
婦
会
館
（
四
谷
Ｆ
プ
ラ
ザ
）

参
加
者
：
個
人
会
員
２２
名
、
理
事
８
名
（
藤
田
、

小
野
、
戸
倉
、
須
賀
、
酒
井
、
坂
本
、
田
崎
、

板
橋
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
（
工
藤
、
長
井
）

の
質
問
で
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
活
動
は
８８
％

の
患
者
会
が
理
解
し
て
お
り
比
較
的
周
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
に
相
談
し
た

い
こ
と
が
あ
る
患
者
会
は
１６
％
と
少
数
で
あ
り
ま
す

が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
速
相
談
を
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
東
腎
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
患
者

会
に
ど
の
よ
う
に
理
解
い
た
だ
き
、
同
時
に
東
腎
協

・
ブ
ロ
ッ
ク
は
患
者
会
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
活

動
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

東
腎
協
の
役
員
が
患
者
会
の
行
事
に
出
席
を
望
む

声
も
４４
％
で
あ
り
ま
す
。
今
後
東
腎
協
・
ブ
ロ
ッ
ク

は
患
者
会
と
連
携
を
深
め
、
対
策
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
年
会
費
の
値
下
げ
・
・
・
・
・
・
・
・
４
患
者
会

・
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
、
組
織
拡
大
で
き
な
い
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
患
者
会

・
講
師
の
派
遣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
患
者
会

・
会
員
減
対
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
患
者
会

・
東
腎
協
の
活
動
が
不
明
・
・
・
・
・
・
６
患
者
会

・
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
リ
ッ
ト
に
疑
問
・
・
・
１
患
者
会

・
会
報
の
充
実
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
患
者
会

・
大
会
へ
の
要
望
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
患
者
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
整
理
す
る
と
、
会
員
の
勧
誘
策
に
困

難
さ
が
あ
る
２５
件
、
活
動
へ
の
要
望
７
件
と
な
る
。

仲
間
を
一
人
で
も
増
や
す

こ
と
の
大
切
さ
を
確
認

８
年
ぶ
り
に
個
人
会
員
会
議
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
に
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
（
別
表
１４
）

（
回
答
５５
　
無
回
答
３
）

患
者
会
の
行
事
に
東
腎
協
役
員
の

出
席
を
望
み
ま
す
か
（
別
表
１５
）

（
回
答
５９
　
無
回
答
１６
）

東
腎
協
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
を

知
っ
て
い
ま
す
か
（
別
表
１３
）

（
回
答
７2
　
無
回
答
３
）

「
２
７
０
名
の
個
人
会
員
を 

倍
へ
増
や
そ
う
」
と
報
告
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①
年
齢
構
成
　
年
代
（
人
数
）

２０
代
（
１
）　

３０
代
（
２
）

４０
代
（
１４
）　

５０
代
（
１８
）

６０
代
（
３８
）　

７０
代
（
２９
）

８０
代
（
６
）　

無
回
答
（
１０
）

合
計
（
１
１
８
）

平
均
年
齢
６１
・
５２
歳
。
透
析
患
者
の
平
均
年
齢
は

６７
・
２０
歳
（
透
析
医
学
会
調
査
２
０
１
３
年
１２
月
末
）

で
あ
り
ま
す
の
で
比
較
的
若
い
方
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

②
透
析
歴
　
年
数
（
人
数
）

５
年
以
内
（
１２
）　

５
～
１０
年
（
１７
）

１１
～
１５
年
（
１６
）　

１６
～
２０
年
（
２２
）

２１
～
２５
年
（
１５
）　

２６
～
３０
年
（
６
）

３１
～
３５
年
（
７
）　

３６
～
４０
年
（
４
）

る
た
め
に
努
力
を
共
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
報
告
で

あ
っ
た
。

②
東
腎
協
、
東
京
都
の
災
害
対
策
の
報
告
を
戸
倉

副
会
長
（
東
腎
協
災
害
対
策
委
員
長
）
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
い
行
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
災
害
と
東
京
に
お

け
る
被
害
想
定
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
影
響
、
透
析
患
者
へ
の
影
響
（
移
送
、
自
助
）
な

ど
災
害
対
策
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
の
内
容
だ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
日
常
活
動
の

悩
み
な
ど
を
共
有

今
回
の
個
人
会
員
会
議
は
、
質
疑
応
答
等
を
含
め

て
地
域
ご
と
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
１

時
間
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
。
初
め
て
お
会
い
す

る
会
員
も
多
く
、
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
し
て
、
東
腎

協
に
思
う
こ
と
（
質
問
、
意
見
）
な
ど
を
伺
っ
た
。

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
仲
間
を
増
や
し
た
い
が
ど
う

し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
み
ん
な
関
心
を
持
っ

４０
年
以
上
（
５
）　

無
回
答
（
１４
）

合
計
（
１
１
８
）

平
均
透
析
年
数
は
１８
・
４３
年

４０
代
前
半
で
の
透
析
導
入
の
実
態
と
な
り
ま
す
。

透
析
歴
１６
～
２０
年
以
内
の
方
が
２２
名
と
最
多
で
あ

り
ま
す
。
２５
年
に
近
い
人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
長
期
透
析
へ
向
け
て
努
力
願
い
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
１２
月
透
析
医
学
会
の
透
析
歴
調
査
で

は
、
５
年
未
満
は
１４
万
４
６
５
９
人
。
５
年
～
１０
年

未
満
は
７
万
６
８
３
３
人
。
１０
年
～
１５
年
未
満
は
３

万
９
３
６
４
人
。
１５
～
２０
年
未
満
は
２
万
７
７
７
人
。

２０
～
２５
未
満
は
１
万
１
３
８
２
人
。
２５
年
以
上
は
１

万
２
７
２
８
人
で
す
。

ま
た
同
会
の
調
査
で
は
透
析
歴
最
長
の
方
は
４５
・

７
か
月
で
す
の
で
４０
年
以
上
の
方
は
頑
張
っ
て
頂
き

東
腎
協
●
患
者
会
・
個
人
会
員

実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
報
告

個
人
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

あいさつする藤田会長
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た
い
と
思
い
ま
す
。

③
個
人
会
員
へ
の
入
会
の
動
機
（
複
数
回
答
）

Ａ
：
通
院
の
病
院
に
患
者
団
体
が
な
い
（
７５
）

Ｂ
：�

患
者
会
が
無
く
て
も
個
人
と
し
て
活
動
し
た

い
（
１９
）

Ｃ
：
そ
の
他
（
２３
）

Ａ
と
Ｂ
（
４
）　

Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
（
１
）

Ａ
と
Ｃ
（
１
）　

無
回
答
（
４
）

合
計
（
１
２
３
）

合
計
か
ら
無
回
答
は
除
く

患
者
会
が
無
く
て
も
病
気
の
情
報
収
集
・
会
員
と

し
て
の
活
動
を
目
指
す
方
が
主
で
あ
り
ま
す
。
会
員

組
織
率
は
１５
％
を
切
り
入
会
率
が
低
下
し
た
の
は
、

透
析
医
療
費
助
成
制
度
が
行
き
わ
た
り
入
会
の
動
機

が
薄
く
な
っ
た
こ
と
（
問
題
意
識
の
低
下
）
が
問
題

提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
個
人
会
員
と
し
て
入

会
を
望
ま
れ
た
方
の
積
極
性
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

④
会
議
へ
の
参
加

個
人
会
員
会
議
を
開
催
し
た
ら
参
加
い
た
だ
け

ま
す
か
。

Ａ
：
可
能
（
５３
）　

Ｂ
：
不
参
加
（
５４
）

Ｃ
：
ど
ち
ら
で
も
な
い
（
７
）

無
回
答
（
４
）　

合
計
（
１
１
８
）

参
加
不
参
加
が
半
々
で
あ
り
ま
す
。
後
ほ
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
通
り
、
具
体
的
要
望
が
あ
り
ま
す
。

て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
日
常
の
会
員
増
強
活
動
の
悩

み
や
質
問
が
多
く
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
か
つ
て
患
者
会
が
在
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
で

は
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
置
け
る
よ
う
に
病

院
側
（
事
務
局
）
に
お
願
い
し
、
ま
ず
ベ
ッ
ド
の
両

隣
か
ら
声
を
か
け
て
入
会
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
仲

間
を
一
人
で
も
増
や
す
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
合
っ

た
。
具
体
的
な
患
者
会
設
立
の
相
談
に
発
展
し
そ
う

な
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
っ
た
。

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を 

増
や
し
て

グ
ル
ー
プ
討
論
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
長
か
ら
グ
ル

ー
プ
討
論
の
内
容
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
総
括
と
ま

と
め
と
し
て
藤
田
会
長
が
「
個
人
会
員
さ
ん
が
い
て

こ
そ
患
者
会
設
立
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
ふ
や
そ
う
」
と
激
励
と
訴
え
を
し

て
個
人
会
員
会
議
は
無
事
終
了
し
た
。

⑤
個
人
会
員
が
所
有
し
て
い
る
ス
キ
ル
に
つ
い
て

ス
キ
ル
を
発
揮
す
る
こ
と
は

Ａ
：
可
能
（
２１
）　

Ｂ
：
不
可
能
（
８４
）

無
回
答
（
１３
）　

合
計
（
１
１
８
）

東
腎
協
で
は
理
事
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
事
務
局
の
事

務
を
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
会
員
の
方
が
所
有

し
て
い
る
ス
キ
ル
を
東
腎
協
で
発
揮
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
思
い
こ
の
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

可
能
な
方
は
２１
名
の
１７
・
８
％
で
あ
っ
た
。
そ
の

ス
キ
ル
の
お
も
な
内
容
は

パ
ソ
コ
ン
（
９
名
）
経
理
（
２
名
）
管
理
（
２
名
）

広
報
（
３
名
）
イ
ベ
ン
ト
（
３
名
）
な
ど
で
す
。

現
在
東
腎
協
は
機
構
改
革
・
組
織
改
革
・
活
動
方

針
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
可
能
と
回
答

い
た
だ
い
た
方
と
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
意
見
を

含
め
順
次
面
談
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

⑥
個
人
会
員
か
ら
の
要
望

・
広
報
対
策
の
強
化
（
パ
ン
フ
・
チ
ラ
シ

　

な
ど
の
配
布
・
会
報
の
充
実
）
・
・
・
・
・
７
名

・
会
費
が
高
い
（
会
員
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
）
・
２
名

・
活
動
に
寄
与
し
た
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
名

・
体
調
不
良
で
活
動
・
協
力
不
可
・
・
・
・
・
１７
名

・
相
談
窓
口
や
機
関
誌
に

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
の
設
置�

・
・
・
・
・
・
・
・
２
名

グループ討論する参加者の皆さん
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２
０
１
０
年
１１
月
に
人
工
透
析
の
導

入
以
来
す
っ
か
り
脚
力
が
衰
え
て
し
ま

っ
た
。
通
院
先
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
最

近
ま
で
歩
い
て
い
た
方
が
車
椅
子
を
使

用
す
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら 

黄
疸
に

終
戦
三
日
前
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
た

と
き
に
黄
疸
に
な
っ
て
お
り
、
手
術
を

な
さ
っ
た
医
師
か
ら
「
お
子
さ
ん
は
中

学
生
ま
で
の
寿
命
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
、

両
親
は
大
変
落
胆
し
た
と
幼
い
こ
ろ
に

聞
い
た
。
食
糧
、
医
療
、
物
資
の
少
な

い
時
代
で
両
親
の
子
育
て
は
並
大
抵
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
。

や
が
て
小
学
校
に
入
学
し
、
六
年
間

無
遅
刻
無
欠
席
で
卒
業
し
た
。
五
年
生

の
時
に
、
父
の
影
響
で
所
轄
の
警
察
署

で
柔
道
の
け
い
こ
を
始
め
て
、
高
校
、

大
学
は
ラ
グ
ビ
ー
に
明
け
暮
れ
の
日
々

で
あ
っ
た
。

６０
歳
過
ぎ
か
ら 

筋
力
の
衰
え
を
感
じ

社
会
人
に
な
り
多
忙
な
日
々
を
過
ご

し
、
た
ま
に
社
内
対
抗
野
球
や
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
に
参
加
す
る
程
度
で
ス
ポ
ー

ツ
に
は
無
縁
と
な
り
移
動
は
車
と
、
６０

歳
前
後
か
ら
筋
力
の
衰
え
を
如
実
に
感

じ
た
。
毎
週
屋
内
プ
ー
ル
で
水
中
歩
行

を
始
め
た
が
、
平
成
２２
年
１１
月
に
、
か

ね
て
か
ら
通
院
し
て
い
た
東
京
女
子
医

科
大
学
病
院
の
腎
臓
内
科
の
教
授
よ
り

透
析
導
入
の
宣
告
を
受
け
、
同
月
に
導

入
に
踏
み
切
っ
た
。

二
カ
月
に
わ
た
る
入
院
生
活
の
間
、

院
内
散
歩
や
階
段
の
昇
降
を
し
て
筋
力

の
衰
え
を
遅
ら
せ
た
つ
も
り
で
い
た
。

退
院
後
、
道
路
を
イ
ザ
歩
く
と
息
は
苦

し
く
、
足
は
腰
か
ら
下
に
苦
痛
を
覚
え

一
気
に
１
０
０
歩
を
歩
け
な
か
っ
た
。

自
分
自
身
が
不
甲
斐
な
く
な
っ
た
。
学

生
の
頃
は
あ
ん
な
に
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け

暮
れ
た
こ
と
は
無
駄
だ
っ
た
の
か
。
い

や
い
や
そ
れ
が
有
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ

の
程
度
で
済
ん
で
い
る
の
だ
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
、
心
の
中
で
「
イ
チ
、

ニ
イ
、
サ
ン
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
歩

行
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
往
復
１
㎞
、

花
の
苗
を
購
入
す
る
た
め
に
往
復
２
㎞

と
目
的
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、

訓
練
の
効
果
が
あ
っ
て
か
拙
宅
か
ら
大

泉
学
園
駅
ま
で
バ
ス
停
に
し
て
６
停
留

所
分
、
往
復
で
４
㎞
の
歩
行
が
出
来
た
。

体
調
に
よ
っ
て
息
が
上
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
が
、「
継
続
は
力
な
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
は
降
雨
、
降

雪
日
以
外
は
な
る
べ
く
歩
行
訓
練
を
継

続
し
、
歩
行
距
離
を
伸
ば
す
努
力
を
し

ま
す
。「
イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン
」
と
心

の
中
で
号
令
を
か
け
な
が
ら
。

心
か
ら
女
房
に
感
謝
で
す

１
９
７
３
年
２８
歳
の
時
、
２
型
糖
尿

病
を
発
症
し
以
来
、
他
の
人
に
誇
る
く

ら
い
の
病
歴
を
経
験
し
て
い
る
が
、
平

成
２２
年
に
シ
ャ
ン
ト
手
術
を
行
い
１１
月

よ
り
透
析
導
入
と
な
っ
た
。

昔
日
の
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
た
時

の
記
憶
が
無
意
識
に
身
体
を
動
か
そ
う

と
す
る
が
、
女
房
の
手
を
借
り
な
け
れ

ば
日
々
の
生
活
に
は
不
自
由
な
も
の
が

あ
る
。
透
析
を
し
て
い
る
沈
黙
の
時
間

に
、
密
か
に
女
房
に
感
謝
し
本
エ
ッ
セ

イ
を
終
了
し
た
い
。

透
析
４
年
（
６９
歳
）

優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事

衰
え
た
脚
力
を
歩
行
訓
練
で
回
復
め
ざ
す

關
戸
千
尋
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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第
１
日
目

は
じ
め
に
開
催
県
神
奈
川
の
岸
上
会

長
よ
り
参
加
者
に
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
全
腎
協
・
金
子
常
務
理
事
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。

各
県
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
た
。

東
京
か
ら
は
茨
城
県
の
災
害
見
舞
金

に
つ
い
て
次
の
質
問
を
し
た
。
災
害
見

舞
金
・
全
壊
２
万
円
、
半
壊
１
万
円
、

一
部
損
壊
５
千
円
と
あ
り
災
害
見
舞
金

規
定
が
あ
る
の
か
、
積
立
金
を
し
て
い

る
の
か
等
を
聞
い
た
。

第
７６
回

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

㏌
神
奈
川

次
に
各
県
提
案
議
題
が
討
議
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
全
腎
協
理
事
推
薦
に
つ
い

て
、
こ
の
提
案
は
毎
回
神
奈
川
県
が
率

先
し
て
取
り
入
れ
て
き
た
議
題
で
、
今

回
各
県
か
ら
の
全
腎
協
理
事
推
薦
を
強

く
要
請
さ
れ
た
。
主
な
理
由
と
し
て
は

最
大
の
会
員
数
が
い
る
に
も
係
ら
ず
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
理
事
が
い
な
い
こ

と
。
活
動
・
経
費
の
観
点
か
ら
も
関
東

圏
で
多
く
の
理
事
を
輩
出
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
な
っ
た
。

ま
た
、
次
期
全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
長
に
関
し
て
も
討
議
が
行
わ
れ
、
か

ね
て
か
ら
の
提
案
の
あ
っ
た
馬
上
氏

（
神
奈
川
県
）
が
推
薦
さ
れ
各
県
の
参

加
者
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
日
目

一
日
目
の
続
き
で
提
案
議
題
の
質
問

を
受
け
た
。

東
京
か
ら
は
終
末
期
、
特
定
除
外
制

度
廃
止
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
た
。
当

会
員
の
透
析
中
止
の
事
例
を
報
告
し
各

県
の
状
況
を
聞
い
た
。
長
野
で
は
例
が

多
々
あ
る
の
で
元
気
な
と
き
に
終
末
期

の
こ
と
を
文
章
に
し
て
お
い
て
は
ど
う

か
と
意
見
が
出
た
。
透
析
医
学
会
や
医

師
会
等
で
も
議
論
し
て
い
る
最
中
で
、

今
後
の
取
り
組
み
に
注
視
が
必
要
で
あ

る
。

ま
た
特
定
除
外
制
度
の
問
題
に
つ
い

て
は
全
腎
協
の
金
子
常
務
理
事
か
ら
も

現
在
の
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
入
院

基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
入
院
し
た

場
合
在
院
日
数
が
９０
日
を
超
え
る
と
大

き
く
引
き
下
げ
ら
れ
る
診
療
報
酬
形
態

が
あ
る
。
こ
の
制
度
に
対
し
透
析
患
者

は
除
外
で
あ
っ
た
が
廃
止
に
な
り
長
期

入
院
が
難
し
く
な
っ
た
。
国
は
在
宅
看

取
り
の
方
向
性
に
あ
る
の
で
受
け
皿
の

確
保
を
、
今
後
も
強
く
全
腎
協
か
ら
国

に
要
望
し
て
い
く
こ
と
で
各
県
の
意
見

が
一
致
し
た
。

休
憩
後
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

介
護
施
設
説
明
会
「
こ
れ
か
ら
の
介

護
施
設
に
つ
い
て
」（
新
設
）
葉
山
湘

南
国
際
村
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
医

療
法
人
社
団
清
光
会　

土
田
真
弘
氏
よ

り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
講
演
が
あ
り

全
室
個
室
で
透
析
者
専
用
の
入
居
施
設

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

随
時
見
学
と
食
事
の
試
食
も
で
き
る
。

頭
金
・
入
居
金
０
円
、
月
額
利
用
料
１３

万
８
０
０
０
円
（
管
理
費
・
共
益
費
・

食
費
・
家
賃
含
む
）
※
但
し
介
護
保
険

の
自
己
負
担
分
・
介
護
用
品
・
医
療
費

・
個
人
に
係
る
費
用
は
別
途
負
担
）

閉
会
の
挨
拶
を
神
奈
川
県
の
久
保
副

会
長
よ
り
発
せ
ら
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

１
・
２７
腎
臓
病
患
者
の

医
療
・
生
活
の
崩
壊
を

食
い
止
め
る
緊
急
集
会

日
時
：
１２
月
６
～
７
日
（
土
・
日
）

場
所
：
横
浜
テ
ク
ノ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

１
月
２７
日
（
火
）
午
前
１１
時
か
ら
参

議
院
議
員
会
館
で
「
１
・
２７
腎
臓
病
患

者
の
医
療
・
生
活
の
崩
壊
を
食
い
止
め

る
緊
急
集
会
」
が
全
腎
協
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
緊
急
集
会
は
政
府
が
超
高
齢
化

社
会
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
飛

躍
的
に
増
大
す
る
医
療
費
や
介
護
費
を

抑
制
す
る
た
め
に
①
社
会
保
障
制
度
の

第76回関東ブロック会議参加の皆さん
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つ
な
が
る
患
者
申
出
医
療
制
度
は
保
険

外
併
用
医
療
を
希
望
す
る
患
者
の
思
い

に
こ
た
え
る
た
め
、
入
院
時
食
事
代
は

入
院
医
療
と
在
宅
医
療
と
の
公
平
を
図

る
点
か
ら
見
直
し
し
た
い
、
障
害
年
金

認
定
基
準
の
見
直
し
は
透
析
患
者
は
据

え
置
き
、
腎
移
植
患
者
は
術
後
１
年
は

そ
の
ま
ま
で
、
状
況
を
見
て
認
定
す
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
国
の
患
者
の
声
を
代
表

し
て
、
福
島
、
熊
本
、
岐
阜
、
長
野
各

県
か
ら
意
見
が
出
た
の
ち
、
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
全
国
か
ら
２
０
０
０
通
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
８
日（
日
）、
東
京
消
防
庁
の
運

営
す
る
本
所
、
池
袋
、
多
摩
の
三
防
災

館
の
一
つ
で
、
立
川
市
に
あ
る
多
摩
防

災
館
の
体
験
見
学
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

生
憎
の
冷
た
い
雨
の
中
、
１０
人
の
参

加
で
「
地
震
体
験
室
」「
煙
体
験
室
」

館
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
付
い
て
く

れ
て
約
二
時
間
の
有
意
義
な
「
体
験
・

見
学
例
会
」
で
し
た
。

災
害
緊
急
時
の
心
掛
け
①
「
自
分
が

透
析
者
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
言

う
」
②
「
災
害
手
帳
、
診
察
券
、
保
険

証
、障
害
者
手
帳
を
携
帯
す
る
」
③
「
リ

ン
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
食
事
を
自
己
管
理

す
る
」
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た

一
日
で
し
た
。

「
応
急
救
護
訓
練
室
」
の
３
体
験
を
し

ま
し
た
。

地
震
体
験
で
は
、
関
東
大
震
災
並
み

の
震
度
７
の
体
験
に
思
わ
ず
驚
愕
の
悲

鳴
も
出
ま
し
た
。
煙
体
験
で
は
暗
闇
の

中
、
身
体
を
低
く
し
て
壁
伝
い
に
逃
げ

る
体
験
、
応
急
救
護
で
は
人
工
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
仕
方
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
護

体
験
に
参
加
一
同
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
予
約
を
し
て
あ
っ
た
の
で
、
会

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
青
年
部
共
催
で
、

２
月
１５
日
（
日
）
１１
時
３０
分
よ
り
「
北

の
味
紀
行
北
海
道
飯
田
橋
駅
前
店
」
に

て
２７
名
の
参
加
で
新
年
お
食
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
個
人
会
員
さ
ん
が
１０
名
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
存
期

見
直
し
と
称
し
て
、
入
院
食
事
代
の
負

担
引
き
上
げ
、
入
院
ベ
ッ
ド
数
の
大
幅

削
減
な
ど
長
期
入
院
を
難
し
く
し
て
、

入
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
シ
フ
ト
さ

せ
、
②
障
害
年
金
の
年
金
基
準
を
見
直

し
て
、
透
析
患
者
は
２
級
か
ら
３
級
に

引
き
下
げ
て
月
々
の
年
金
を
支
給
し
な

い
よ
う
に
す
る
、
③
ま
た
介
護
認
定
を

厳
し
く
し
て
特
養
施
設
へ
の
入
所
を
要

介
護
３
以
上
制
限
す
る
な
ど
し
て
施
設

介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
比
重
を
移
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

集
会
は「
４
つ
の
要
望
」（
前
号
参
照
）

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
厚
労
省
の
担

当
の
役
人
が
１０
数
名
参
加
し
、
自
民
党

か
ら
共
産
党
ま
で
多
く
の
国
会
議
員
が

激
励
に
訪
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

厚
労
省
の
報
告
で
は
、
混
合
診
療
に

立
川
防
災
館

体
験
・
見
学
例
会

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

防
災
体
験
し
て
み
よ
う

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部

共
催　

新
年
お
食
事
会

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

1 .27緊急集会（参議院議員会館）

AEDを使った救護体験

中南部・青年部の皆さん
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の
方
も
参
加
さ
れ
、
ず
っ
と
心
配
し
て

い
た
事
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
お
話
を
興

味
深
く
聞
き
、
透
析
し
て
も
元
気
に
し

て
い
る
姿
を
目
に
し
て
少
し
安
心
さ
れ

た
よ
う
で
し
た
。

当
日
は
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し

ま
し
ょ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
年
部

も
一
緒
に
治
療
や
自
己
管
理
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
か
ら
、
悩
み
、
雑
談
ま
で

色
々
と
話
ま
し
た
。
途
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
、「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
、
次
回
の
交
流
会
、
学
習
会
で

ま
た
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

会
は
予
定
通
り
に
１３
時
よ
り
中
村
理

事
の
総
合
司
会
で
始
ま
り
、
続
い
て
石

井
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
、
そ
し
て

二
人
の
先
生
の
講
演
に
移
り
ま
し
た
。

講
師
①　

最
初
の
先
生
は
、
浮
谷
章
子

看
護
師
長
（
金
町
・
嬉
泉
病
院
）。

演
題　

透
析
治
療
に
お
け
る
自
己
管
理

に
つ
い
て
、
質
問
応
答
含
む
約
５０
分
紙

面
を
使
っ
て
の
熱
弁
を
し
て
貰
い
ま
し

た
。

講
師
②　

続
い
て
の
先
生
は
、
中
尾
優

美
子
栄
養
士
（
亀
戸
・
清
湘
会
記
念
病

院
）。

演
題　

栄
養
と
透
析
合
併
症
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
画
面
を
使
っ
て
の
４
ス
テ
ッ

プ
に
分
け
て
の
お
話
、
質
問
応
答
を
含

む
約
４５
分
の
熱
弁
、
質
問
も
９
人
の
会

員
の
質
問
が
あ
り
、
私
達
透
析
患
者
の

第
一
部　

今
回
の
交
流
会
は
、
東
部
で

は
関
心
の
高
い
２
つ
の
患
者
会
の
看
護

師
長
さ
ん
と
栄
養
士
さ
ん
を
お
招
き
し

て
の
講
演
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。

定
刻
の
１０
時
に
榊
原
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
司
会
進
行
、
開
会
挨
拶
で
始
ま
り

ま
し
た
。
続
い
て
藤
田
会
長
挨
拶
を
行

い
、
講
演
１
の
「
透
析
災
害
時
に
お
け

る
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
テ
ー
マ
に

戸
倉
振
一
災
害
対
策
委
員
長
に
講
演
を

し
て
貰
い
ま
し
た
。

講
演
の
主
旨
は
想
定
さ
れ
る
災
害
は

首
都
直
下
型
地
震
で
３０
年
以
内
に
７０
％

の
確
立
な
の
で
す
。
震
度
７
に
な
る
と

何
も
出
来
な
い
。
透
析
中
に
地
震
が
起

こ
っ
た
場
合
は
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。
揺
れ
が
収
ま
る
の

を
待
っ
て
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
う
。

肝
心
な
事
は
自
分
で
守
る
自
助
の
心
構

え
で
あ
る
。

講
演
２
の
赤
塚
先
生
は
「
医
療
現
場

の
立
場
か
ら
の
共
助
、
公
助
」
を
話
さ

れ
、
災
害
現
地
を
指
揮
さ
れ
た
経
験
か

ら
災
害
時
に
於
け
る
患
者
と
施
設
の
対

応
策
を
実
例
を
挙
げ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
真
剣
に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
、

時
間
が
少
し
短
く
感
じ
ら
れ
る
程
で
大

変
勉
強
に
な
っ
た
と
満
足
し
て
お
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
近
な
問
題
と
し
て
皆
さ
ん
真
剣
に
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

第
二
部　

休
憩
（
１５
分
）
を
挟
ん
で
２

部
の
方
で
は
、
戸
倉
副
会
長
の
進
行
で

災
害
対
策
を
中
心
に
ス
ラ
イ
ド
画
面
を

使
っ
て
の
熱
弁
、
各
患
者
会
の
実
態
な

ど
聞
き
意
見
交
換
し
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。最

後
に
岸
里
事
務
局
長
の
今
後
の
東

腎
協
に
対
し
て
の
協
力
の
お
願
い
を
混

じ
え
た
閉
会
の
挨
拶
で
２
回
目
の
交
流

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
回
会
員
交
流
会

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
交
流
会
が
左

記
の
日
程
で
終
了
し
ま
し
た
。

日　

時
：
平
成
２７
年
３
月
８
日（
日
）

１３
時
～
１６
時

場　

所
：
江
戸
川
区
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
４
０
３
号
室

参
加
数
：
会
員
３９
名
、
理
事
７
名
、

講
師
２
名
、
合
計
４８
名

透
析
患
者
の「
大
災
害
時
の

対
処
」
を
学
ぶ

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

◎
日
時
：
平
成
２７
年
３
月
１
日（
日
）

午
前
１０
時
～
１２
時

◎
会
場
：
板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル　

４
階
４
０
２
会
議
室

講
演
①
「
透
析
災
害
時
に
お
け
る
自

助
・
共
助
・
公
助
」

講　

師
：
戸
倉
振
一
（
東
腎
協
災
害

対
策
委
員
長
）

講
演
②
「
医
療
現
場
の
立
場
か
ら
の

共
助
・
公
助
」

講　

師
：
赤
塚
東
司
（
医
療
法
人
赤

塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・

日
本
透
析
医
会
災
害
対
策

委
員
会
副
委
員
長
、
東
京

都
区
部
災
害
時
透
析
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

大
災
害
発
生
！　

さ
あ
、

透
析
患
者
は
ど
う
し
た
ら
？

東部ブロック第 2回会員交流会
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第
４４
次
国
会
請
願
は
、
３
月
１９
日

（
木
）
憲
政
記
念
館
に
全
国
都
道
府
県

の
代
表
が
集
結
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

紹
介
議
員
３
１
６
名
、
来
場
議
員
２８
名
、

秘
書
４１
名
、会
員
参
加
数
２
０
９
名（
東

京
９
名
）
で
し
た
。

て
梅
原
、
石
井
、
榊
原
、
坂
本
、
酒
井
、

田
崎
、
宿
野
部
、
板
橋
の
９
名
の
理
事

が
参
加
し
、
１３
時
か
ら
１６
時
ま
で
の
間

衆
参
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
１３
名
の
国

会
議
員
に
請
願
署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

（
１３
名
の
紹
介
議
員
は
別
表
の
通
り
）

署
名
数
は
東
京
１
万
４
６
６
５
筆

（
全
腎
協
６９
万
６
９
５
２
筆
）、
Ｊ
Ｐ

Ａ
東
京
１
万
４
４
４
５
筆
で
し
た
。
募

金
は
東
京
１
５
５
万
８
２
１
２
円
（
全

国
１
６
８
万
５
３
０
３
円
／
３
月
２０
日

現
在
）
で
し
た
。

東
京
か
ら
は
藤
田
会
長
を
団
長
と
し

主
催
者
を
代
表
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
腎
協
藤
田
吉
彦
会
長
が
挨
拶
し
、
共

催
者
と
し
て
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
保

健
政
策
部
疾
病
対
策
課
阿
部
敦
子
課
長

が
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
昭
和
大
学
医
学
部
客

員
教
授
秋
澤
忠
男
先
生
が
「
腎
臓
病
の

予
後
改
善
を
目
指
し
て
」、
川
崎
医
科

大
学
付
属
病
院
栄
養
部
長
市
川
和
子
先

生
が
「
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た
め
の
食

生
活
改
善
十
訓
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
鈴
木
吏
良
さ
ん
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
・
進

行
で
、
講
師
の
秋
澤
忠
男
先
生
、
市
川

和
子
先
生
へ
の
質
疑
応
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

に
日
々
不
安
を
抱
え
て
い
る
参
加
者
か

ら
は
、
切
実
な
訴
え
や
疑
問
質
問
が
出

さ
れ
、
両
先
生
か
ら
の
丁
寧
な
回
答
に

参
加
者
も
頷
い
て
い
ま
し
た
。

第
４４
次
国
会
請
願
に

全
国
か
ら
２
０
９
名
が
集
結

第
２６
回

腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い

日
時
：
３
月
１５
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
：
都
民
ホ
ー
ル

　
　
　

（
都
庁
議
会
棟
１
Ｆ
）

参
加
者
：
９６
名

（
男
性
３７
名
、女
性
３５
名
、他
２４
名
）

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
腎
臓
病
協
議
会

共
催
：
東
京
都

国会請願紹介議員
会派 氏名 衆参

自民党

秋元　司 衆議院議員
平沢勝栄 衆議院議員
石田昌宏 参議院議員
松島みどり 衆議院議員
山田美樹 衆議院議員
赤枝恒雄 衆議院議員

民主党
長島昭久 衆議院議員
松原　仁 衆議院議員

公明党
高木美智代 衆議院議員
竹谷としこ 参議院議員
山口那津男 参議院議員

共産党
笠井　亮 衆議院議員
田村智子 参議院議員
小池　晃 参議院議員

維新の党
初鹿明博 衆議院議員
川田龍平 参議院議員

初鹿明博・衆議院議員

小池晃・参議院議員

左から市川和子先生、鈴木吏良さん、秋澤忠男
先生
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私
は
下
町
生
ま
れ
育
ち
の
、
江
戸
川
区
一
之
江
の

近
藤
と
申
し
ま
す
。

６０
歳
頃
ま
で
は
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
元

気
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
６０
歳
過
ぎ
た
頃
か
ら
疲

労
が
残
る
よ
う
に
な
り
、
６３
歳
の
時
健
康
診
断
を
や

り
医
者
か
ら
腎
臓
が
悪
い
と
診
断
さ
れ
早
速
入
院
と

な
り
ま
し
た
。
退
院
後
は
、
家
か
ら
近
い
こ
と
も
あ

り
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
優
秀
な
、
先
生
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
透
析
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

先
輩
仲
間
に
感
謝
！

透
析
仲
間
の
皆
さ
ん
も
同
じ
思
い
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
最
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
情
報
が
無

い
か
ら
透
析
医
療
費
の
こ
と
や
こ
の
先
の
生
活
は
ど

う
な
る
、
心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
輩
患

者
さ
ん
か
ら
全
国
組
織
の
患
者
会
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
早
速
患
者
会
の
説
明
を
受
け
入
会
し
ま
し
た
。

現
在
の
良
き
恵
ま
れ
た
透
析
医
療
制
度
を
考
え
る
と

本
当
に
大
変
な
活
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
保
険
制

度
が
無
い
４０
数
年
前
よ
り
、
完
全
な
透
析
医
療
制
度

確
立
ま
で
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
行
政
に
対
し

て
訴
え
続
け
た
先
輩
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

年
に
何
回
か
医
療
明
細
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
が
、

見
る
た
び
に
、
透
析
医
療
費
を
後
退
無
く
安
心
し
て

透
析
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
の
目
を
見
な
い
で

亡
く
な
っ
た
多
数
の
仲
間
の
た
め
に
も
、
全
国
組
織

の
患
者
会
は
絶
対
に
守
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
私
た
ち
の
患
者
会
の
事
を
話
し
て
お
き
ま

す
。
う
ち
の
患
者
会
は
全
患
者
の
三
分
の
一
く
ら
い

で
す
。
大
半
は
未
加
入
の
場
合
、

◎
患
者
会
に
入
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

　

→
私
達
は
商
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
足
腰
が
悪
い
か
ら
活
動
で
き
な
い

　

→
入
会
す
る
こ
と
が
活
動
で
す
。

◎
患
者
会
に
入
っ
て
な
い
人
が
多
い
よ
う
だ
か
ら

　

→
自
分
の
こ
と
で
す
、
よ
く
考
え
て
。

患
者
会
の
主
な
活
動
は
理
事
・
正
会
員
を
２
名
出

し
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
情
報
は
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
４
月
に
は
総
会
と
同
じ
く
患
者
会
の
お
知

ら
せ
（
機
関
誌
）
を
年
２
回
出
し
て
い
ま
す
。
役
員

会
は
時
期
を
見
て
年
７
回
ぐ
ら
い
。
そ
の
他
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
新
年
会
、
各
団
体
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
交
代
で
参
加
す
る
よ
う
し
ま
す
。

患
者
会
で
は
会
計
監
査
を

私
も
早
い
も
の
で
４
年
目
の
透
析
。
現
在
は
月
水

金
の
午
後
で
通
院
し
て
い
ま
す
。
定
年
を
迎
え
て
か

ら
の
透
析
導
入
で
す
が
、
病
院
か
ら
は
な
る
べ
く
動

い
た
方
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
午
前
中
２
時
間
軽
作

業
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
昔
だ
っ
た
ら
命
の
な

い
身
体
で
す
。
良
き
透
析
医
療
制
度
に
よ
っ
て
、
元

気
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
の
命
を
ど
の
よ
う
に
社
会

に
貢
献
で
き
る
か
考
え
て
い
ま
す
。
日
課
と
し
て
毎

朝
５
時
に
は
起
き
て
、
散
歩
を
１
時
間
く
ら
い
や
っ

て
い
ま
す
。

患
者
会
活
動
は
、
透
析
導
入
後
２
年
ぐ
ら
い
た
っ

て
役
員
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
会
計
監
査
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
会
の
方
で
は
副
会
長
も
や
り
、
少
し
で

も
世
の
中
の
た
め
身
体
が
続
く
限
り
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
患
者
会
活
動
も
で
き
る

だ
け
頑
張
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
と
東
腎
協
⑨

瑞
江
腎
友
会
（
透
析
４
年
）

近
藤
儀
明
さ
ん
（
６７
）
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私
に
と
っ
て
東
腎
協
と
は
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

仮
に
東
腎
協
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
次

の
理
由
で
透
析
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

・
透
析
医
療
費
高
額
負
担
に
よ
る
金
銭
的
な
理
由�

　
・
精
神
的
な
不
安
に
よ
る
透
析
治
療
放
棄

現
在
、
透
析
治
療
費
全
額
自
己
負
担
の
場
合
、
毎

月
三
十
万
か
ら
五
十
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
金
額
が
現
在
、
一
万
か
ら
二
万
円
の
自

己
負
担
（
私
の
場
合
）
で
透
析
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
優
遇
さ
れ
た
の
か
。

一
九
六
七
年
、
ま
だ
負
担
額
は
高
額
で
あ
っ
た
が
、

「
健
康
保
険
適
用
」
そ
の
後
、
一
九
七
二
年
つ
い
に

「
医
療
費
自
己
負
担
額
を
公
費
負
担
」
と
な
る
。

だ
ん
だ
ん
と
優
遇
さ
れ
て
き
た
の
は
、
東
腎
協
と

各
団
体
の
人
た
ち
が
努
力
し
て
辛
抱
強
く
国
に
説
得

し
た
結
果
「
透
析
医
療
費
公
費
負
担
」
が
実
現
し
た

の
だ
と
思
う
。精

神
的
な
不
安
に
よ
る 

透
析
治
療
放
棄

私
の
場
合
、
週
三
日
で
透
析
治
療
を
う
け
て
い
る
。

朝
か
ら
昼
す
ぎ
ま
で
で
あ
る
。
最
初
は
、
自
分
は
被

害
者
で
、「
透
析
」
と
い
う
爆
弾
を
体
内
に
埋
め
込

め
ら
れ
、
そ
の
爆
弾
が
爆
発
し
な
い
よ
う
に
応
急
処

置
を
週
三
日
受
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
た

め
か
「
死
」
と
い
う
言
葉
に
敏
感
に
な
り
残
り
の
人

生
を
あ
き
ら
め
、「
自
分
だ
け
が
な
ぜ
、
食
事
制
限
、

時
間
の
束
縛
の
罰
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ

ろ
か
」
と
悲
観
的
に
な
り
、
完
治
で
き
な
い
病
院
に

反
抗
的
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。
態
度
に
も
出
て
い

た
と
思
う
。透

析
は
高
級
エ
ス
テ
？

し
か
し
現
在
は
、
そ
の
考
え
は
一
転
し
た
。「
私

は
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
。
お
か
げ
で
一
般
の
人

た
ち
が
受
け
ら
れ
な
い
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
の

だ
」「
高
級
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
週
三
日
も
通
っ
て
い

る
」
と
考
え
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

き
っ
と
考
え
が
変
わ
っ
た
理
由
は
東
腎
協
の
活
動

や
成
果
、
会
員
に
対
し
て
の
心
遣
い
。「
新
小
岩
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
の
先
生
、
看
護
師
の
一
生
懸
命
に
努
力

し
て
い
る
態
度
が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
事
業
を
営
み
、
音
響
機
器
の

販
売
。内
装
業
の
会
社
を
経
営
し
て
き
た
。現
在
は
後

継
者
に
引
き
継
ぎ
時
間
の
余
裕
も
あ
る
。
趣
味
で
あ

る
旅
行
は
治
療
が
あ
る
た
め
諦
め
て
い
た
が
、
病
院

仲
間
た
ち
と
の
旅
行
は
看
護
師
さ
ん
の
同
行
も
あ
り

安
心
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
い
ろ
ん
な

行
事
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
東
腎
協
や
病
院
が
努
力
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
実
現
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。

東
腎
協
の
た
め
に
尽
く
し
た
い

こ
れ
か
ら
私
は
東
腎
協
の
役
に
立
ち
透
析
患
者
、

こ
れ
か
ら
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、「
透
析
医
療
費

公
費
負
担
」
の
維
持
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
賛
同
者
の
獲
得
、
会
員
確
保
の
た
め
の
ビ

ラ
配
り
な
ど
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
し

て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。

十
年
、
二
十
年
後
、
医
学
の
進
歩
で
透
析
治
療
が

不
要
に
な
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
現
在
で
は
、
透

析
治
療
が
生
命
維
持
で
あ
る
。
そ
の
日
が
来
る
ま
で

東
腎
協
は
絶
対
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

私
と
東
腎
協
⑩

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
・
船
堀
（
透
析
６
年
）

田
崎
　
勲
さ
ん
（
７２
）
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◇
会
行
事

○
総
会
（
４
月
な
い
し
５
月
）

○
勉
強
会
（
秋
、
総
会
後
も
）

○
新
年
会
（
２
月
な
い
し
３
月
）

◇
役
員
会

必
要
に
応
じ
て
（
年
３
～
４
回
）

◇
会
の
目
的

会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
。
た
だ
し

会
員
数
の
低
下
に
よ
り
会
の
行
事
に
対

す
る
参
加
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◇
会
の
特
徴

会
員
の
親
睦
・
結
束
を
目
指
し
て
透

析
医
療
行
政
、
災
害
対
策
な
ど
の
変
化

に
、
東
腎
協
、
全
腎
協
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

◇
会
報

「
に
こ
た
ま
会
だ
よ
り
」
は
主
に
役

員
会
の
内
容
と
行
事
の
お
知
ら
せ
を
中

心
に
必
要
に
応
じ
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

◇
会
員
数

平
成
２７
年
４
月
現
在
２２
人
、
こ
れ
は

総
患
者
数
８０
人
の
２７
・
５
％
で
か
な
り

低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
５
年
前
に
比

べ
て
会
員
数
は
半
減
し
て
い
ま
す
。

新
規
導
入
患
者
の
高
齢
化
と
透
析
医

療
に
対
し
て
、
現
在
の
体
制
が
当
然
と

い
う
認
識
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◇
今
後
の
課
題

透
析
患
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
会
員

の
行
事
参
加
率
の
低
下
及
び
会
員
加
入

率
の
低
下
が
問
題
で
す
。

◇
東
腎
協
へ
の
意
見

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
患
者
会
と
の

交
流
会
・
勉
強
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

◇
役
員
会
か
ら
一
言

役
員
一
同
は
各
行
事
に
一
人
で
も
多

く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
会
長　
　
　

長
井
久
美
子

◇
会
設
立　
　

平
成
１５
年
１
月

◇
会
費　
　
　

患
者
会
２
４
０
０
円
、

　
　
　
　
　
　

東
腎
協
５
４
０
０
円

◇
役
員
体
制　

会
長
１
名
、
副
会
長
１

名
、
会
計
２
名
、
監
査
役
１
名
、
曜
日

役
員
月
水
金
（
朝
）
２
名
、（
準
夜
）

１
名
、
火
木
土
（
朝
、
昼
）
１
名
、（
準

夜
）
無
し
（
会
員
が
い
な
い
た
め
）

４６

にこたま会
クリニック名
二子玉川駅前クリニック
所在地
〒１５８－００９４�世田谷区玉川 ２－２４－２４�

セゾン玉川 １階
電話番号　０３－３７０８－１１６６

会
員
の
親
睦
・
結
束
を
目
指
し
て
、
透
析
医
療
行
政

災
害
対
策
な
ど
の
変
化
に
、
東
腎
協
・
全
腎
協
と
連
携
し
て
い
き
ま
す

わ
た
し
た
ち
の
患
者
会

写
真
（
上
）
前
列
右
よ
り

長
井
会
長
、
今
井
利
一
院

長
ほ
か
会
員
の
皆
さ
ん
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平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
腎
臓
病
連
絡
協
議

会
す
ず
ら
ん
の
会
は
、
練
馬
区
と
『
災

害
時
に
お
け
る
透
析
患
者
搬
送
に
関
す

る
協
定
』
を
締
結
致
し
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
練
馬
区
地
域
医
療
課
佐
古
田
課

長
以
下
二
名
と
、
す
ず
ら
ん
の
会
高
山

会
長
、
事
務
局
長
伊
藤
、
東
腎
協
板
橋

氏
の
計
六
名
。

本
協
定
の
概
要
は
、
か
か
り
つ
け
医

が
被
災
し
、
透
析
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
、
平
時
と
同
じ
送
迎
手
段
が

取
れ
な
い
患
者
を
練
馬
区
が
区
内
の
緊

急
透
析
施
設
に
受
入
れ
を
し
ま
す
。
そ

の
際
の
担
い
手
と
し
て
、
練
馬
区
は
区

内
の
自
家
輸
送
を
行
っ
て
い
る
透
析
施

設
や
、
透
析
患
者
会
が
行
っ
て
い
る
送

迎
団
体
に
依
頼
す
る
取
決
め
で
す
。
本

協
定
に
よ
り
、
透
析
送
迎
を
行
う
施
設

や
透
析
患
者
会
は
、
緊
急
通
行
車
両
登

録
を
区
か
ら
警
察
に
申
請
を
し
て
も
ら

う
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
ガ
ソ
リ
ン
優
先
供

給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
ず
ら
ん
の
会
は
透
析
患
者
会
と
し

て
、
災
害
対
策
や
透
析
送
迎
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
透
析
患
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
か
ら
練

馬
区
防
災
課
へ
緊
急
通
行
車
両
登
録
の

申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
登
録
に
は
、

練
馬
区
と
災
害
時
に
協
力
し
合
う
関
係

と
警
察
か
ら
認
め
ら
れ
る
事
が
条
件
の

為
、
訓
練
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
外
出

時
の
避
難
訓
練
。
被
災
透
析
施
設
か
ら

透
析
を
行
え
る
地
域
へ
の
搬
送
訓
練
。

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
利
用
訓
練
。
避
難

拠
点
か
ら
災
害
拠
点
病
院
へ
の
搬
送
訓

練
等
。

平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
、

練
馬
区
内
は
透
析
施
設
の
被
災
は
免
れ

ま
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
ま
し

た
。
練
馬
区
防
災
課
へ
透
析
患
者
送
迎

の
為
の
ガ
ソ
リ
ン
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
の
で
、
助
け
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ

ま
し
た
が
、
緊
急
車
両
へ
の
供
給
に
も

苦
労
し
て
い
る
の
で
、
独
自
に
工
面
し

て
欲
し
い
と
断
ら
れ
ま
し
た
。
練
馬
区

は
昭
和
六
十
三
年
に
石
油
業
協
同
組
合

と
燃
料
の
優
先
提
供
の
災
害
時
支
援
協

定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
協
定
は
活

か
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

二
つ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
申

し
入
れ
が
あ
り
、
練
馬
区
地
域
医
療
課

は
透
析
患
者
等
の
送
迎
へ
の
優
先
供
給

を
開
始
し
ま
し
た
。
実
に
発
災
か
ら
一

週
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
す
ず
ら
ん
の
会
は
、
申

し
入
れ
先
を
練
馬
区
地
域
医
療
課
へ
変

更
し
、
緊
急
通
行
車
両
登
録
と
災
害
時

の
ガ
ソ
リ
ン
優
先
供
給
の
協
定
を
求
め
、

今
回
の
協
定
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
時

を
同
じ
く
、
練
馬
区
地
域
患
者
会
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
行
政
・
透
析
患
者

・
透
析
施
設
・
送
迎
団
体
の
四
者
が
協

議
を
進
め
ま
す
。
今
後
来
る
で
あ
ろ
う

災
害
へ
の
対
策
が
、
や
っ
と
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

練
馬
腎
患
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
災
害
対
策

坂
本
悦
男

（
練
馬
腎
患
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
長
）

三
月
八
日
（
日
）、
昨
年
竣
工
し
た

練
馬
駅
北
口
の
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
練
馬
区
後
援
の
下
で
透
析
患
者

の
み
を
対
象
と
し
た
防
災
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
主
催
は
練
馬
腎
患
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
名
付
け
た
、
練
馬
区

内
の
東
腎
協
加
盟
の
四
つ
の
患
者
会

（
高
松
病
院
患
者
会
、
東
海
病
院
ひ
ま

わ
り
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

患
者
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

の
会
）
で
構
成
す
る
任
意
団
体
で
あ
り

ま
す
。
練
馬
区
内
に
は
約
１
３
０
０
名

の
透
析
患
者
の
方
が
い
る
と
区
地
域
医

療
課
で
は
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

四
つ
の
患
者
会
の
あ
る
病
院
で
の
患
者

の
方
の
数
は
約
６
０
０
名
ほ
ど
と
思
わ

れ
ま
す
。
東
腎
協
に
は
も
う
一
つ
の
病

院
の
患
者
会
も
加
盟
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
私
ど
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

練
馬
区
と
「
災
害
時
に
お
け

る
透
析
患
者
搬
送
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結

伊
藤
絵
利
子

（
す
ず
ら
ん
の
会
事
務
局
長
）

左から佐古田課長、高山会長
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参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
の
患
者
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

目
的
は
、
患
者
が
身
近
な
も
の
と
し
て

い
る
諸
問
題
を
患
者
自
身
の
立
場
か
ら

何
と
か
し
て
み
た
い
、
と
始
め
た
も
の

で
す
か
ら
、
第
一
回
目
の
勉
強
会
と
し

て
自
分
た
ち
の
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。

９
時
４５
分
開
始
。
練
馬
区
地
域
医
療

課
佐
古
田
課
長
、
東
腎
協
藤
田
会
長
の

挨
拶
。
最
初
の
講
演
は
練
馬
消
防
署
司

令
石
田
享
氏
の
「
地
震
に
備
え
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
震
度
６
強
以
上
の
時

の
練
馬
区
の
状
況
と
消
防
の
対
応
に
つ

い
て
の
話
で
し
た
。
結
論
と
し
て
、
大

災
害
時
消
防
は
救
急
の
け
が
人
を
火
災

対
策
で
手
一
杯
と
な
る
の
で
透
析
患
者

の
移
送
な
ど
全
く
出
来
な
い
。
何
よ
り

「
自
助
」「
共
助
」
で
立
ち
向
か
っ
て

欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
練
馬
区
地
域
医
療
課
係
長
本
橋

隆
春
氏
の
「
区
の
災
害
対
策
」
に
つ
い

て
の
要
旨
は
透
析
患
者
に
と
っ
て
重
要

な
問
題
は
二
つ
あ
り
、（
１
）
病
院
の

状
況
を
知
り
、
ど
こ
が
透
析
が
出
来
る

と
こ
ろ
か
を
知
る
こ
と
（
２
）
透
析
を

す
る
こ
と
の
で
き
る
病
院
に
行
く
足
の

確
保
と
、
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
は
区
内
の
医
療
施
設

と
の
非
常
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
る
が
、
問
題
は
我
々
患
者
が
そ

の
情
報
を
ど
う
入
手
す
る
か
で
あ
る
か

と
指
摘
す
る
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
情

報
の
拠
点
と
な
る
も
の
が
区
内
に
設
置

さ
れ
る「
避
難
所
」（
小
中
学
校
に
な
る
）

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
す
べ
て
区
役
所
の

中
枢
と
の
連
絡
用
の
設
備
が
あ
り
、
情

報
も
物
資
も
こ
の
避
難
所
を
軸
に
し
て

私
ど
も
に
流
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

だ
け
に
透
析
者
は
自
分
で
病
院
と
直
接

連
絡
と
れ
な
け
れ
ば
避
難
所
に
行
く
こ

と
が
重
要
だ
、
と
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。

最
後
に
災
害
時
の
透
析
拠
点
病
院
と

な
る
東
海
病
院
江
本
秀
斗
院
長
よ
り
、

拠
点
病
院
と
し
て
の
病
院
の
能
力
、
設

備
の
説
明
及
び
災
害
時
の
透
析
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。
透
析
自
体
は
設

備
が
動
く
か
ら
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
透
析
患
者
の
生
活
の
心
構
え
が
指

摘
さ
れ
た
。
直
近
の
透
析
か
ら
の
経
過

に
よ
っ
て
自
分
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
、
透
析
を
待
っ
て
い
る
間
の
食
事
に

気
を
付
け
る
こ
と
、
出
来
る
だ
け
早
く

自
分
の
病
院
で
の
透
析
の
可
否
情
報
を

得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

災
害
が
起
き
た
と
き
、
今
ま
で
の
透

析
周
期
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

か
ら
、
何
よ
り
自
分
の
体
調
を
保
つ
よ

う
に
生
活
し
、
決
し
て
極
端
な
行
動
や

食
事
を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

１
０
０
名
の
出
席
を
予
定
し
て
い
た

の
で
す
が
、
７９
名
の
方
が
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
９
時
４５
分
か
ら
１２
時

ま
で
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
皆
様
真

剣
に
講
演
を
聴
い
て
下
さ
り
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。
主
催
者
と
し

て
本
当
の
意
味
の
地
域
的
な
患
者
会
の

活
動
が
出
来
た
も
の
と
納
得
し
て
お
り

ま
す
。
次
回
も
我
々
の
身
近
な
関
心
事

を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
会
＆
お
食
事
会

に
こ
た
ま
会

平
成
２７
年
３
月
２９
日
、
世
田
谷
区
上

野
毛
地
区
会
館
に
お
い
て
、
に
こ
た
ま

会
の
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。
講
師
は
東

腎
協
の
岸
里
悟
事
務
局
長
、
テ
ー
マ
は

「
東
腎
協
に
つ
い
て
」
で
、
そ
の
成
立

か
ら
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
ま
で
幅
広

く
、
で
も
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
特
に
「
１
，
２７
緊
急
集
会
」

に
つ
い
て
は
東
腎
協
、
全
腎
協
の
果
た

し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
一
助
と
な
っ
た
。
１
時
間
半
の
お
話

と
質
疑
応
答
３０
分
と
充
実
し
た
勉
強
会

だ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
子
玉
川
高
島
屋
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ヴ
ェ
ル
テ
ス
パ
」
に
場
所
を

移
し
た
食
事
会
に
は
、
二
子
玉
川
駅
前

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
今
井
利
一
院
長
も
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
話
が
弾
み
、

午
後
３
時
閉
会
し
た
。

会
員
の
出
席
は
勉
強
会
９
人
、
食
事

練馬腎患者ネットワークの勉強会

「東腎協について」語る岸里事務局長
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会
７
名
だ
っ
た
。

大
田
病
院
透
析
室
４０
周
年
を

向
か
え
て

大
久
保
安
男

（
大
田
病
院
腎
友
会
会
長
）

当
病
院
の
透
析
は
１
９
７
５
年
（
昭

和
５０
年
）
５
床
で
始
め
て
、
現
在
で
は

専
門
病
棟
で
４０
床
に
な
り
ま
し
た
。
患

者
数
は
９０
名
で
、
透
析
日
は
３
交
代

（
月
、
水
、
金
の
「
昼
と
夜
」、
火
、
木
、

土
の
「
昼
」）
で
透
析
を
し
て
お
り
ま
す
。

患
者
会
と
し
て
は
３０
年
前
に
先
人
た

ち
の
英
知
と
努
力
に
よ
っ
て
基
礎
固
め

が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
病
院
関
係
者
の
後

押
し
に
よ
り
「
腎
友
会
」
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
の
４０
周
年
記
念
行
事
で
、
患

者
会
か
ら
透
析
３０
年
と
２５
年
が
各
１
名
、

２０
年
２
名
の
４
名
が
永
年
透
析
患
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
腎
友
会
は
役
員
一
同
、
こ

の
組
織
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
毎
年

目
標
を
作
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
目
標
は
地
震
対
策
、
医
療
向
上
対

策
と
各
行
事
の
充
実
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、年
４
回
の
会
報
「
し
お
さ
い
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
３

～
４
ペ
ー
ジ
の
内
容
で
、
そ
の
時
期
の

ニ
ュ
ー
ス
や
患
者
の
近
況
報
告
、
そ
し

て
病
院
関
係
の
状
況
等
を
記
事
に
し
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
末
年
始
と
季
節
ご
と
に

病
院
の
協
力
に
よ
っ
て
行
事
を
遂
行
し
、

秋
に
は
年
１
回
の
バ
ス
旅
行
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ス
旅
行
は
病
院
の

担
当
者
と
患
者
会
担
当
者
で
協
力
し
て
、

病
院
関
係
者
と
の
親
睦
と
融
和
、
そ
し

て
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。

社
会
的
条
件
の
向
上
め
ざ
し
、
ま
た
よ

り
よ
い
透
析
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

役
員
会
は
年
４
回
開
催
し
て
、
４
月

に
は
総
会
を
開
き
、
役
員
人
事
、
年
間

の
活
動
報
告
等
を
審
議
し
、
決
算
報
告

や
予
算
報
告
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

東
腎
協
に
30
万
円
寄
付

最
後
に
会
員
の
橋
本
養
三
氏
よ
り
、

東
腎
協
に
３０
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

患
者
の
有
志
に
よ
る
勉
強
会
と
し
て

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
勉

強
会
は
月
３
～
４
回
水
曜
日
の
午
後
に

２
時
間
ほ
ど
病
院
の
会
議
室
を
利
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
で
「
し
お
さ
い
」
の
品
質
向
上
を

図
り
、
ま
た
腎
友
会
カ
レ
ン
ダ
ー
を
毎

月
の
初
め
に
発
行
し
て
、
各
担
当
者
に

活
動
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
月
１
回
、
病
院
担
当
者
と
患
者

会
の
４
役
員
会
担
当
者
で
懇
談
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
我
々
患
者
の
福
祉
並
び

恋
の
傷

い
く
つ
重
ね
て

冬
花
火

鈴
木
み
さ
子
（
市
川
市
）

私
は
昨
年
の
７
月
ま
で
都

内
に
て
透
析
の
仕
事
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
時
々
東
腎
協

の
雑
誌
を
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一
度
「
書
」
が
載
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
回

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
書
は
、

筆
法
が
少
々
珍
し
い
の
で

は
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か

皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

勉強会に参加の皆さん（前列中央が橋
本さん）

大田病院全景
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在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
充
実
の
た
め
、
順
洋
会

で
運
営
し
て
い
る
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、

市
内
唯
一
の
２４
時
間
看
護
師
常
駐
施
設
で
す
。
ほ
か

の
ど
の
施
設
で
も
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
、

医
療
依
存
度
の
高
い
ご
入
居
者
様
が
、
当
ホ
ー
ム
を

選
ん
で
下
さ
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
は
順
洋
会
さ
ん
に
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
の
が
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。「
医
療
や
介

護
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
す
る
患
者
様
、

ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
が
、
安
心
で
き
る
地
域
に

し
た
い
」「
一
人
で
も
多
く
の
患
者
様
の
力
に
な
り

た
い
」
と
い
う
思
い
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
共
有
し
て
い

ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
医
療
連
携
・
地
域
包
括
推
進
室
と

い
う
部
署
を
設
置
し
、
病
院
完
結
型
の
医
療
で
は
な

く
、
地
域
で
患
者
様
を
支
え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
推
進
の
た
め
、
医
療
・
看
護
・
介
護
の

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
順
洋
会
の
理
念
と 

透
析
室
を
立
ち
上
げ
る
ま
で

順
洋
会
の
理
念
は
、
全
人
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
、
ひ
と
り
の
患
者
様
が
生
ま
れ
て
か

ら
お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
を
順
洋
会
で
責
任
を
持

っ
て
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
、
で
す
。

今
か
ら
２
～
３
年
前
、
当
ホ
ー
ム
の
ご
入
居
者
様

で
、
透
析
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
ご
本
人
は
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
当
ホ

ー
ム
で
過
ご
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま

く
、
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
、
豊
か
に
人
生
を
全
う

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
１５
年
以
上

に
わ
た
っ
て
診
療
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
な
が
ら
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
期
の
患
者
様
の
在
宅
療
養
生
活
に
も
関
わ
り
、
早

朝
・
深
夜
の
お
看
取
り
も
多
く
引
き
受
け
て
お
り
ま

す
。実
績
が
評
価
さ
れ
、「
武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

は
「
機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
順
洋
会
グ
ル
ー
プ
は
、「
す
ぐ
そ
ば
に
。

ず
っ
と
と
も
に
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
ど
ん
な
病

状
の
方
も
、
ど
ん
な
年
齢
の
方
も
、
ど
ん
な
悩
み
や

不
安
を
抱
え
た
方
も
、
あ
ら
ゆ
る
方
の
人
生
に
寄
り

添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

１
９
９
９
年
、
武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
清
瀬

本
院
）
を
開
院
し
て
か
ら
、
理
事
長
・
下
村
洋
が
特

に
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
、
２４
時
間
３
６
５
日
で
患

者
様
を
お
支
え
す
る
在
宅
診
療
で
す
。
病
院
で
は
な

武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬

「
一
人
で
も
多
く
の
患
者
様
の
力
に
な
り
た
い
」

医
療
・
看
護
・
介
護
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て

施設紹介
⑩

医
療
法
人
社
団
順
洋
会

武蔵野総合クリニック練馬
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し
た
が
、
私
た
ち
に
は
透
析
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
治
医
、
看
護
師
、
施
設
長
、

ご
家
族
様
と
も
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
ご
本
人

の
希
望
に
叶
う
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
が
、
食
事
の

管
理
や
、
専
門
医
の
不
在
等
を
鑑
み
た
結
果
、
透
析

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
転
院
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
本
当
に
辛
く

悔
し
い
も
の
で
し
た
。
ど
ん
な
病
状
の
方
も
最
期
ま

で
責
任
を
持
っ
て
お
受
け
す
る
の
が
順
洋
会
の
理
念

で
す
。
医
療
・
看
護
・
介
護
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
推

進
し
、
充
実
し
た
在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
の
に
、
自
分
た
ち

の
努
力
不
足
で
、
そ
れ
が
全
う
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。

し
、
順
天
堂
大
学
病
院
に
入
局
し
た
の
が
１
９
８
０

年
。
日
本
で
初
め
て
小
児
外
科
と
い
う
講
座
が
開
設

さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か
１２
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

新
生
児
や
未
熟
児
は
、
身
体
中
の
あ
ら
ゆ
る
臓
器

が
お
と
な
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
く
、

非
常
に
繊
細
な
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
十

分
で
は
な
い
知
識
を
得
る
た
め
、
分
厚
い
研
究
書
を

何
十
冊
も
読
み
込
ん
だ
り
、
診
療
の
合
間
に
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
学
会
や
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
…
。

医
局
内
に
は
、
両
掌
に
つ
つ
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
救
う
た
め
の
、

赤
ち
ゃ
ん
用
の
医
療
器
具
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
予
算
も
な
い
、
知
識
も
な
い
、
人
手
も
な
い
。

そ
れ
で
も
、
生
ま
れ
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
小
さ

な
命
を
救
い
た
い
。
そ
の
一
心
で
、
多
く
の
医
師
た

ち
が
小
児
外
科
と
い
う
新
た
な
専
門
分
野
の
黎
明
期

を
支
え
、
ゼ
ロ
を
イ
チ
に
す
る
努
力
を
い
く
つ
も
重

ね
て
き
た
の
で
す
。

「
順
」
と
い
う
字
に
は
、「
あ
き
ら
め
な
い
」「
く

じ
け
な
い
」
と
い
う
、
理
事
長
の
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
困
難
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
命
を
救
う
た
め
に
決
し
て

弱
音
を
吐
か
ず
、
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
、
小
児

外
科
医
と
し
て
の
矜
持
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
や
れ
な
い
」「
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、「
や
っ

て
み
ま
す
」「
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
患
者
様
や

ご
利
用
者
様
の
思
い
に
応
え
て
い
く
。

順
洋
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
鳥
」
は
、
平
和
や

幸
せ
の
象
徴
で
す
。
私
た
ち
は
、
順
洋
会
の
理
念
を

地
域
に
は
ば
た
か
せ
、
す
べ
て
の
患
者
様
・
ご
利
用

透
析
治
療
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
全
く

未
知
の
分
野
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
困
っ
た
と
き

は
順
洋
会
さ
ん
に
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
多
く
の
患

者
様
の
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
新
し
い
分
野
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
な
い
、
く
じ
け
な
い 

名
前
に
込
め
た
私
た
ち
の
思
い

わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
名
で
あ
る
順
洋
会
と
い

う
名
前
は
、
理
事
長
が
医
師
と
し
て
技
術
の
す
べ
て

を
培
っ
た
「
順
天
堂
大
学
病
院
」
の
順
か
ら
一
文
字

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
時
、
理
事
長
が
小
児
外
科
医
と
い
う
道
を
選
択

明るい透析室内

清
潔
な
透
析
ベ
ッ
ド
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者
様
に
幸
せ
を
お
届
け
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
、

今
後
も
ま
す
ま
す
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

駅
前
・
手
ぶ
ら
・
最
新
の
設
備 

順
洋
会
の
透
析
室
の
特
長

①
練
馬
駅
前
徒
歩
１
分

治
療
の
た
め
に
生
活
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
大
切

な
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
治
療
が
あ
り

ま
す
。
清
瀬
本
院
も
駅
か
ら
徒
歩
２
分
で
す
が
、
患

者
様
の
生
活
を
壊
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

分
院
も「
駅
前
」に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
武

蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬
」
は
、
駅
か
ら
近
い
だ

け
で
な
く
、
商
店
街
の
中
に
あ
る
の
で
、
買
い
物
に

も
と
て
も
便
利
で
す
。
日
々
の
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
―
―
。
私
た

ち
は
、
そ
ん
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

②
手
ぶ
ら
透
析

「
ま
る
で
銭
湯
か
サ
ウ
ナ
み

た
い
だ
ね
」。
見
学
に
い
ら
し

た
方
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
を
無
料
で
貸

出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

希
望
の
方
に
は
パ
ジ
ャ
マ
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
都

営
大
江
戸
線
・
有
楽
町
線
・
西

武
池
袋
線
が
乗
り
入
れ
る
練
馬

駅
前
の
利
便
性
を
活
か
し
、
通
勤
や
旅
行
中
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、「
手
ぶ
ら
透
析
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
自
宅
前
か
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
の
送

迎
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

③
最
新
・
安
全
の
設
備

水
の
綺
麗
さ
に
は
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
最
新
・

最
高
品
質
の
水
清
浄
化
シ
ス
テ
ム
と
透
析
液
精
製
装

置
を
取
り
付
け
、
透
析
用
水
の
超
清
浄
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
人
１
台
に
設
置
さ
れ
た
テ
レ
ビ
で
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
も
可
能
で
す
。
一
流
ホ
テ
ル
と
同
じ

品
質
の
ベ
ッ
ド
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
十
分
に

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。
災
害
時
や
有
事
の
際

に
は
、
患
者
様
の
受
け
入
れ
を
行
え
る
よ
う
地
域
と

連
携
も
し
て
い
ま
す
。④

手
厚
い
医
療
連
携

当
院
院
長
を
始
め
、
知
識
豊

富
な
明
る
い
ス
タ
ッ
フ
が
、
毎

日
ハ
ツ
ラ
ツ
と
み
な
さ
ま
を
お

迎
え
し
て
い
ま
す
。
一
般
外
来

と
し
て
、
内
科
・
外
科
・
耳
鼻

咽
腔
科
・
循
環
器
内
科
・
腎
臓

内
科
の
診
察
も
受
け
ら
れ
、
順

天
堂
大
学
医
学
部
附
属
練
馬
病

院
院
長
児
島
教
授
に
よ
る
外
来

診
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。
２４
時

間
３
６
５
日
に
よ
る
在
宅
訪
問

診
療
も
行
っ
て
お
り
、
患
者
様

の
健
康
を
ト
ー
タ
ル
で
お
支
え

致
し
ま
す
。

　●施設紹介⑩　武蔵野総合クリニック練馬

練
馬
駅
も
近
く

練 馬順洋会 武蔵野総合クリニック
医療法人社団

診療時間　　　　　 月 火 水 木 金 土 日 祝
午前 8:45 ～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○
午後13:45 ～17:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

見学随時受付中

人工透析・内科・外科・耳鼻咽喉科 TEL０３－３９９３－７０１５　東京都練馬区練馬 1-26-1
 順洋会  検索　http://www.6340-group.jp24時間 365日在宅診療

駅前徒歩１分・送迎無料・タオル無料貸出

千川通り

ロータリー
セブンイレブン 至池袋

練馬文化センター

練馬駅

順洋会 武蔵野総合クリニック 練馬
西武池袋線
西武豊島線
西武有楽町線
都営地下鉄大江戸線
練馬駅北口下車徒歩１分
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
お
礼

【
賛
助
会
員
】

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）
東
京
第
一
支

店
様
（
１
月
～
２
月
）

【
患
者
会
】
30
万
円

大
田
病
院
患
者
会　
　

橋
本
養
三
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
は
が
き

身
体
障
害
者
（
１
級
・
２
級
）
の
方

は
一
人
２０
枚
の
ハ
ガ
キ
を
無
償
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
へ
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も

で
き
ま
す
。（
身
体
障
害
者
手
帳
持
参
）

平
成
２７
年
４
月
１
日
～
６
月
１
日
ま
で

【
訃　

報
】

吉
澤
正
雄
さ
ん
（
よ
し
ざ
わ
ま
さ
お
）

理
事
２
０
１
５
年
３
月
２
日
逝
去
。
享

年
６３
歳
。新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀
。２

０
０
５
年
か
ら
東
腎
協
常
任
幹
事
、
２

０
０
６
年
～
２
０
１
４
年
東
腎
協
理
事

麓
　
卓
治
さ
ん
（
ふ
も
と　

た
く
じ
）

元
理
事
。
享
年
６６
歳
。
優
人
ク
リ
ニ
ッ

ク
患
者
会
。
２
０
１
２
年
～
２
０
１
３

年
東
腎
協
理
事
。

久
保
正
業
さ
ん
（
く
ぼ　

ま
さ
な
り
）

元
常
任
幹
事
逝
去
。
享
年
６０
歳
。
松
和

患
者
会
新
宿
南
口
支
部
、
１
９
９
４
年

か
ら
東
腎
協
常
任
幹
事
、
２
０
０
６
年

～
２
０
１
１
年
東
腎
協
理
事
。

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
謹

ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

１９７２年（昭和４７年）１１月１９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から４１年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
４０年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
その一方で社会保障制度、医

療費制度の削減が社会問題となっ
ており、莫大な費用を要する透析
医療も安心してはいられない状況
です。これからも医療機関、各企
業、患者団体と結束して活動する
ことが大変重要と考えます。
私どもの「命と暮らし」を守

る活動に賛同いただければ是非、
賛助会員として団体の活動を支え
ていただきたく心よりお願い致し
ます。

記
賛助会員会費：個人年額 ５,０００円、
団体年額　 １口１０,０００円／ １ 口以
上
※年 １回名刺広告を機関誌「東腎
協」に掲載させていただきます（但
し、継続でも初年度 １回のみとさ
せていただきます）。

４ 月２６日（日）
第１０９回理事会（Ｂ ２）
５ 月１６～１７日（土・日）
２０１５年度全国大会 in 長崎
５ 月２４日（日）
第１１０回理事会（児童室Ａ）
５ 月２５日（月）
ＪＰＡ・国会請願（一般社団法人
　日本難病・疾病団体協議会）
５ 月３０～３１日（土・日）
全腎協第 ２回定期社員総会（東京）
６ 月１４日（日）
東腎協第１０回総会（Ａ １・ ２）
６ 月２６～２８日（金～日）
第６０回日本透析医学会学術集会・
総会
６ 月２８日（日）
第１１１回理事会（Ｂ ２）
７ 月 ４ ～ ５ 日（土・日）
全腎協・全国事務局長会議（アワ
ーズイン阪急）
７ 月 ５ 日（日）
多摩ブロック正会員会議（武蔵野
公会堂）
７ 月１９日（日）
東腎協第 ５回大会　（アルカディ
ア市ヶ谷「富士」）
７ 月１８～１９日（土・日）
関東ブロック in 栃木
７ 月２５～２６日（土・日）
関東ブロック青年交流会 in 長野
７ 月２６日（日）
第１１２回理事会（Ａ ３）
８ 月２３日（日）	
第１１３回理事会（Ｃ ２）
８ 月２９～３０日（土・日）
全腎協・全国青年研修会（アワー
ズイン阪急）
９ 月２７日（日）
第１１４回理事会（Ｃ ３）
１０月 ４ 日（日）
第３５回臓器移植普及推進キャンペ
ーン
１１月 ７ ～ ８ 日（土・日）
全腎協・通院介護研修会（アワー
ズイン阪急）
１１月２８～２９日（土・日）
全腎協・臨時総会（大森東急イン）

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会

賛助会員入会のお願い

今後の活動予定
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っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
面
倒
く

さ
か
っ
た
り
し
ま
す
が
東
腎
協
の
催
し

に
足
を
む
け
て
下
さ
い
。
き
っ
と
何
か

得
る
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。�

（
長
井
）

○
昨
年
春
、
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
の
は
、「
増
加
分
は
社
会
保
障

に
充
て
る
」と
い
う
話
だ
っ
た
は
ず
。

と
こ
ろ
が
平
成
２７
年
度
予
算
で
は
医
療

年
金
等
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
総
額

３
９
０
０
億
の
削
減
。
話
が
違
う
。
こ

の
内
閣
、
弱
者
に
対
し
て
は
ま
こ
と
に

冷
た
い
。
猛
省
を
促
し
た
い
が
ど
う
も

聞
く
耳
持
た
ぬ
。「
戦
争
立
法
」作
り
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
ろ
う
。�

（
白
）

○
今
回
、
会
員
に
な
っ
て
長
い
な
が
ら
、

初
め
て
個
人
会
員
会
議
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

当
日
の
天
気
は
、
肌
寒
く
て
小
雨
。

受
付
を
や
り
な
が
ら
の
参
加
で
し
た
が

参
加
者
も
多
く
て
、
皆
さ
ん
お
元
気
で

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
様
の
作
品
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、
料

理
、
…
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

随
時
募
集

　
　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
部
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
編

集
部
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
可
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
編
集
経
験
者
、
パ
ソ
コ
ン

の
出
来
る
人
、
興
味
の
あ
る
方
も
大
歓

迎
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
腎
協
事
務
局
（
豊
島
区
南
大
塚
２
―

４０
―
１１
富
士
大
塚
ビ
ル
２
Ｆ
）

募
集
時
期

応
募
方
法

謝
礼

○
国
会
請
願
署
名
・
都
民
の
集
い
が
一

段
落
し
た
の
で
総
会
の
準
備
で
す
。
こ

の
冬
は
多
く
の
会
員
の
訃
報
を
心
に
留

め
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
れ
こ
と
に
感
謝

し
、
腎
臓
病
患
者
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。�

（
岸
里
）

○
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
年
々
減
少
す

る
会
員
数
や
委
縮
気
味
な
会
活
動
を
活

性
化
す
る
「
三
年
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

準
備
が
進
ん
で
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協

定
款
に
基
づ
く
社
会
貢
献
活
動
に
見
合

う
組
織
づ
く
り
と
「
安
定
し
た
会
員
数

４
０
０
０
名
以
上
」
を
常
に
堅
持
し
、

強
い
財
務
体
質
を
築
く
こ
と
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
す
る「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
あ
る
。
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
度
か

ら
の
活
動
に
臨
み
た
い
。�
（
板
橋
）

事
務
局
雑
感

○「
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
お
食
事
会
」

「
個
人
会
員
会
議
」「
腎
臓
病
を
考
え

る
都
民
の
集
い
」
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
会
員
の
方
達
と
直
接
の
交
流
が

で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
す
。
会
員
の

方
達
も
、
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
り
、
有
意
義
だ

編
集
後
記

し
た
ね
。
患
者
会
は
、
病
院
単
位
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
時
代
、
な
か
な

か
患
者
・
病
院
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

な
の
で
、
個
人
会
員
で
大
き
な
組
織
に

し
た
ら
ど
う
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
。

最
後
に
、
ケ
ー
キ
と
珈
琲
、
大
変
美
味

し
か
っ
た
で
す
（
特
に
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

が
）。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
桝
永
）

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

○
冬
号
「
私
と
東
腎
協
⑦
」
の
加
々
見
俊

六
さ
ん
は
、
加
々
美
俊
六
さ
ん
の
間
違
え

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

○
冬
号
年
賀
広
告
「
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
」
の
役
員
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
様
に
訂
正
し
て
お
詫
び

致
し
ま
す
。
石
井
乙
雄
→
石
井
乙
津
雄
、

小
島
英
治
→
小
鳥
英
治
、
佐
野
恵
津
子
→

佐
野
惠
津
子
、
牛
島
実
常
→
牛
嶋
実
常
、

追
加
→
嶋
田
孝
次

表紙のことば

透析前に始めた趣味の木彫
を体調の優れない日もコツコ
ツと続けてまいりました。い
つの間にか作品は数えきれな
いほどになってしまいました。
素晴らしい先生と素敵な仲間
に恵まれ、稽古の日が楽しみ
になっております。これから
も体の続く限り頑張りたいと
思っております。

斉藤 寿江さん
（透析歴３３年・８３歳）
吉祥寺クリニック
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